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議
案
第
28
号

専
決
処
分
の
承
認
（
税
条
例
等

の
一
部
改
正
）

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
早
急
に
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
専
決
処
分
を
し
た
。

問
　
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に

よ
る
町
全
体
の
影
響
額
は
。

答
　
①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
期
間

の
延
長
に
よ
り
、
個
人
住
民
税

へ
の
影
響
見
込
み
額
は
約
67
万

円
。（
国
か
ら
補
填
）

②
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
評

価
替
に
よ
り
税
額
が
上
昇
す
る

土
地
は
令
和
３
年
度
に
限
り
据

え
置
く
。
影
響
額
は
約
１
万
１

千
円
。

③
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割

症
対
策
に
要
す
る
経
費
と
は
主

に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　
消
毒
液
、
外
で
使
う
机
、

内
部
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
空

気
清
浄
機
等
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の

対
象
世
帯
、
給
付
額
及
び
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
ひ
と
り
親
世
帯
で
な
い
子

育
て
世
帯
で
、
令
和
３
年
度
住

民
税
が
非
課
税
世
帯
と
、
令
和

３
年
１
月
以
降
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
所
得
が
減
少
し
住
民
税
非
課

税
相
当
と
な
っ
た
世
帯
が
対
象
。

給
付
額
は
児
童
一
人
当
た
り

５
万
円
。
給
付
の
時
期
は
、
非

課
税
世
帯
は
申
請
不
要
で
早
く

て
７
月
上
旬
、
非
課
税
相
当
と

な
っ
た
世
帯
は
申
請
が
必
要
で
、

申
請
後
に
給
付
。

問
　
里
山
再
生
活
動
支
援
事
業

の
申
請
状
況
は
。

答
　
4
団
体
決
定
し
た
。

問
　
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
に
よ
る
教
職
員
の
業
務
状

況
は
。

答
　
勤
務
時
間
数
や
書
類
作
成

等
の
手
間
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
。

の
税
率
を
１
％
軽
減
す
る
措
置

を
９
か
月
延
長
。
影
響
見
込
み

額
は
約
１
１
１
万
円
。（
国
か
ら

補
填
）

議
案
第
29
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
の
一
部
改
正

　
審
査
の
申
し
出
の
手
続
き
等

に
お
け
る
書
面
へ
の
押
印
及
び

署
名
を
不
要
と
す
る
た
め
の
改

正
。

議
案
第
30
号

保
育
所
の
任
期
付
職
員
の
採
用

等
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

　
保
育
所
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
し
、
一
般
職
の
任
期

付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
条
例

に
統
合
す
る
た
め
廃
止
す
る
。

報
告
第
１
号

令
和
２
年
度
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　
20
事
業
に
係
る
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て
報
告
。

総
額
　
３
億
７
５
３
４
万
円

○
主
な
繰
越
明
許
費
事
業

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

・�

新
生
活
応
援
商
品
券
発
行
事

業
・�

事
業
主
等
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
支
援
事

業
問
　
20
事
業
の
繰
越
し
は
多
過

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
会
計
年
度
独
立
の
原
則
が

あ
る
が
、
今
回
は
国
の
第
三
次

補
正
を
受
け
て
の
事
業
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
り
や
む
を
得
な
い
。

報
告
第
２
号

令
和
２
年
度
一
般
会
計
事
故
繰

越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告

　
国
と
の
重
要
変
更
協
議
及
び

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
使
用
資
材
の
製

作
に
不
測
の
日
数
を
要
し
た
た

め
、
繰
越
。

議
案
第
27
号

専
決
処
分
の
承
認
（
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
））

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
５
１
４
０
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
53
億
１
３
９
３
万
円

と
す
る
。

○
主
な
補
正

　�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

�

５
１
４
０
万
円

問
　
予
防
接
種
委
託
料
に
つ
い

て
当
初
１
人
２
０
０
０
円
ぐ
ら

い
と
聞
い
て
い
る
が
。

答
　
個
別
接
種
で
は
一
回
あ
た

り
２
２
７
７
円
で
あ
る
。
集
団

接
種
に
つ
い
て
は
人
件
費
だ

け
だ
が
、
火
曜
・
金
曜
が
約

29
万
７
０
０
０
円
、
土
曜
が
約

　�

農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
事

業（
林
道
）�

２
６
５
６
万
円

報
告
第
３
号

令
和
２
年
度
水
道
事
業
会
計
予

算
繰
越
計
算
書
の
報
告

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
受
注
生
産
で

あ
る
減
圧
弁
材
料
の
納
入
が
遅

延
し
た
た
め
、
繰
越
。

　�

Ｒ
２
減
圧
弁
（
西
平
・
正
法

寺
入
口
）
更
新
工
事

�

１
８
１
万
円

問
　
建
設
改
良
事
業
予
算
を
翌

年
度
以
降
更
に
延
ば
し
て
執
行

で
き
る
の
か
。

答
　
事
故
繰
越
が
あ
っ
た
場
合
、

最
大
２
年
間
は
繰
越
し
可
能
。

同
意
第
７
号
～
第
18
号

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が

令
和
３
年
７
月
31
日
で
満
了
と

な
る
た
め
、
同
意
第
７
号
で
委

員
の
少
な
く
と
も
４
分
の
１
を

認
定
農
業
者
等
と
す
る
こ
と
に

同
意
し
た
後
、
同
意
第
８
号
か

ら
同
意
第
18
号
で
委
員
11
名
の

任
命
に
つ
い
て
同
意
。

※�

委
員
の
氏
名
は
次
頁
の
「
審

議
し
た
議
案
と
各
議
員
の
賛

否
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

53
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。
７

月
中
に
接
種
を
終
了
さ
せ
る
と

い
う
情
報
が
あ
る
が
、
そ
の
場

合
に
は
更
に
経
費
が
か
か
る
。

（
6
月
8
日
時
点
の
状
況
）

問
　
総
務
省
か
ら
町
長
に
直
接

の
電
話
で
、
65
歳
以
上
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
7
月
中
に
終
わ
ら

せ
る
よ
う
要
請
が
来
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
が
。

答
　
電
話
が
あ
っ
た
が
、
町
の

医
療
体
制
を
考
え
、
そ
の
時
点

で
は
で
き
な
い
と
答
え
て
い
る
。

（
そ
の
後
計
画
の
見
直
し
に
よ
り
、

希
望
す
る
高
齢
者
へ
の
７
月
中

の
接
種
が
可
能
と
な
っ
た
。）

議
案
第
31
号

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
５
６
１
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
53
億
２
９
５
５
万
円

と
す
る
。

○
主
な
補
正

　�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
要
す
る
補
助
及
び

経
費
（
学
童
保
育
所
、
私
立

保
育
園
、
公
立
保
育
園
）

�

２
４
０
万
円

　�

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
給
付�

７
６
５
万
円

　
里
山
再
生
活
動
支
援
事
業

�

30
万
円

　
や
す
ら
ぎ
の
家
休
業
補
償
金

�

３
５
７
万
円

　�

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
整
備
事

業�

55
万
円

問
　
学
童
保
育
所
3
か
所
等
へ

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

請
願
第
１
号

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
に
関
す
る
請
願

請
願
者

　�

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合

毛
呂
山
支
部

　
支
部
長
代
理�

吉
野
　
愛

紹
介
議
員�

野
原
　
和
夫

請
願
趣
旨

　
政
府
に
対
し
て
、
脱
炭
素
、

す
べ
て
の
原
発
を
廃
止
し
、
環

境
負
荷
の
少
な
い
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
力
の
割
合
を
高
め

る
２
０
３
０
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
の
改
訂
を
行
う
よ
う
、

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
。

審
査
結
果

　
右
記
請
願
は
総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎

重
に
審
議
し
た
結
果
、「
趣
旨

採
択
」
と
す
る
が
、
意
見
書
の

提
出
を
行
わ
な
い
こ
と
と
決
定

し
た
。

　
本
会
議
に
お
い
て
も
「
趣
旨

採
択
※
」
と
な
っ
た
。

※�

用
語
の
説
明
は
次
頁
下
段
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 
請
願
に
賛
成�

田
中
　
紀
吉

　
脱
炭
素
、
脱
原
発
は
世
界
的

流
れ
で
あ
る
。
福
島
原
発
の
廃

炉
作
業
は
、
大
変
困
難
な
取
り

組
み
が
今
後
数
十
年
必
要
に
な

る
。
大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
う
原

発
は
再
稼
働
し
て
は
な
ら
な
い

し
、
新
設
は
も
っ
て
の
ほ
か
で

あ
る
。
気
温
上
昇
を
抑
え
る
た

め
に
も
、
脱
炭
素
社
会
、
再
生

可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
強

力
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
意

見
書
の
提
出
は
す
べ
き
で
あ
る
。

 

請
願
に
賛
成�

野
原
　
和
夫

　
気
候
危
機
は
私
た
ち
人
間
が

生
み
出
し
て
い
る
温
室
効
果
ガ

ス
が
原
因
で
あ
る
。
２
０
３
０

年
の
基
本
計
画
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
ど
の
よ
う

に
計
画
す
る
か
が
大
き
な
岐
路

に
な
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
の
改
定
は
大
切
な
計
画
に
な

る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
拡
大
は
温
室
効
果
ガ
ス
を
減

ら
す
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
り

日
本
が
自
給
で
き
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

推
進
し
、
国
に
意
見
書
の
提
出

を
求
め
賛
成
討
論
と
す
る
。

　
６
月
定
例
会
は
、
町
長
提
出
議
案
５
件
、
報
告
３
件
、
同
意
12
件
を
審
議
し
、

す
べ
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
請
願
１
件
を
審
議
し
、
趣
旨
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
８
名
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

令和３年
第２回定例会
６月１日～６月８日

条
例
の
一
部
改
正
・
廃
止

そ
の
他

令
和
３
年
度
　
補
正
予
算

討
　
論
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